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ジャパンサーチアクションプラン
実行スケジュール（案）

 キュレーション活動の推進
 広報の強化
 関連する知識と経験の共有
 二次利用条件の整備／オープン
化の推進

 地域アーカイブとの連携拡充

 相談窓口の創設
 長期保存のための取組
 利活用モデルの構築
 活用者の活動支援
 新たなネットワークの形成
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地域アーカイブとの連携拡充

二次利用条件の整備／オープン化の推進

キュレーション活動の推進

2022-2023 重点とするアクション

広報の強化 関連する知識と
経験の共有



構 築
デジタルデータ作成・公開

連 携
分野・地域内連携 →JPS連携

活 用 促 進
活用のためのデータ整備

デジタルアーカイブの構築・連携における各フェーズのアクション

連
携
機
関

ジ
ャ
パ
ン

サ
ー
チ

・資料のデジタル化
・デジタルデータ収集
・コンテンツのウェブ公開

・分野内のメタデータや用語
の標準化

・分野コミュニティとの連携
・ジャパンサーチとの連携

・サムネイルURL、コン
テンツURLの追加

・二次利用条件の整備
・英語のタイトル、解説
等の追加

・メタデータのオープン化
（CC0,CC BY,CC BY-SA, PDM）

・サムネイルのオープン化
・コンテンツのオープン化

ウェブ公開コンテンツの拡充 連携コンテンツの拡充 メタデータの充実・オープン化

・相談窓口の開設
・ガイドライン等の提供
・優良事例の共有

活
用
者

・デジタルコンテンツの提供
・メタデータ整備への協力
（ツール開発）

・つなぎ役の醸成に向けて、
機能提供

・連携説明会の開催
・連携マニュアルの充実

・望ましい二次利用条件
の在り方等各種ガイド
ラインの周知

・相談窓口の開設

・オープン化のメリット、
事例の共有

・表彰

・ハッカソン、アイデアソンへの参加・連携ツールの開発

①
②

③

（※）数字は取組の優先順位



知ってもらう 日常業務で使ってもらう コミュニティで
使ってもらう

デジタルアーカイブの活用における各フェーズのアクション

活
用
者

連
携
機
関

（教職員）授業・講義の実践
（図書館員）レファレンス
（学芸員）展示／企画テーマ検討
（クリエイター）創作活動のアイデア
探し／素材の利用

（記者）調査／掲載用素材／ネタ探し

・同じコミュニティ内での
事例共有

・ワークショップ等の開催

周囲への働きかけ 同じ組織内の関係者への働きかけ 同じ分野・地域コミュニティへの働きかけ

・同じ組織内の関係
者との情報共有

・ウェブサイトへの
JPSロゴの掲載

ジ
ャ
パ
ン

サ
ー
チ

・連携機関の広報活動支援のためのリーフレット作成
・連携機関向けワークショップの開催
・JPSロゴの提供

・広報担当者にSNS発信でコン
テンツを使ってもらう

・日常業務で使ってもらうよう働
きかける

・コミュニティ向け活用マニュアルと
事例の情報発信

・目的ごとの活用コミュニティの形成

コミュニティを
超えた交流

・SNS等の発信 ・ジャパンサーチイベン
トへの参加

・コミュニティ向けワーク
ショップ等の開催

・異分野の他機関との
ギャラリー共同制作①

②
③

②
（※）数字は取組の

優先順位
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